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1 は じ め に
ステンレス鋼には多くの鋼種があるが，その優れた耐
食性と加工性から SUS304（18%クロム－ 8%ニッケル）
がもっとも多く使われており，その生産量は全ステンレス
鋼生産量の半分以上になる．しかし，昨年よりニッケル
が高騰して SUS304の価格が大幅に上昇して問題になっ
ている．ニッケルを添加しないクロム系ステンレス鋼と
しては SUS430（16%クロム）が代表的なものであるが，
SUS304より耐食性が低いため適用範囲が限られている．
そのため，SUS430J1L（19%クロム－ 0.5%銅－微量ニオ
ブ）や SUS436L（18%クロム－ 1.2%モリブデン－微量チ
タン）が SUS304代替ステンレス鋼として提案されたが，
前者は耐食性が SUS304同等とは言えず，後者は高騰し
ているモリブデンを添加しているため高価であるという
問題があった．
この状況を解決するため，「ニッケル，モリブデンフリー」

として SUS304より安価とし，クロム添加量を 21%まで
高めることにより SUS304と同等の耐食性を確保した，
高耐食性クロム系ステンレス鋼 JFE443CTを開発した．

2 技 術 の 概 要
ステンレス鋼のクロム添加量を増やすと，耐食性は向
上するが，加工性が低下してしまう．開発鋼では，新た
に見出した高クロム化と適量の銅添加の相乗効果による
耐食性向上効果を活用することにより，21%のクロムで
SUS304と同等の耐食性を確保した．さらに，不純物元
素の炭素，窒素を低減するとともに安定化元素であるチ
タンを最適量添加して加工性を改善し，耐食性と加工性
を両立させた．
開発鋼 JFE443CTは次のような特長を持つ．
(1) 優れた耐食性
孔食電位測定結果を図 1に示す．孔食電位はステンレ

ス鋼表面に形成された不動態皮膜の強さを電気化学的に
評価する方法である．この値が高いほど耐食性が良い．
開発鋼の孔食電位は，SUS430J1Lより高く，SUS304と
同等である．
サイクル腐食試験結果を図 2に示す．SUS430，SUS430

J1Lは SUS304より発銹量が多いが，開発鋼の発銹量は
SUS304より少ない．このように，開発鋼は SUS304に
匹敵する優れた耐食性を有している．

(2) 良好な加工性
機械的特性を表 1に示す． 値（ランクフォード値）

は鋼板に歪を与えた時に生じる，板幅方向対数歪と板厚
方向対数歪の比であり，これが大きいほど深絞り性が良
い．開発鋼は，SUS430に比較して軟質で伸び値， 値が
高く加工性に優れている．SUS304に比較すると，伸び
値は低いが 値が高いので深絞り性が良い．

3 む す び に
SUS304価格の上昇とともに開発鋼の需要は急激に増
大しており，厨房機器，家電，建材，自動車，産業機械
などに広く適用され始めている．2007年 3月の段階で約
4,000トン/月の量産を行っており，今後さらに拡大する
予定である．
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図 1 開発鋼と従来鋼の孔食電位 (V’c10)

図 2 サイクル腐食試験結果

表 1 化学成分と機械的特性
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